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P125a NGC 1333における分子雲衝突に誘発されたフィラメント形成
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NGC 1333は距離 235 pcのPerseus分子雲中に位置しており, 活発な小質量星形成によって特徴付けられる. こ
れまでダスト連続波やアンモニア輝線の観測からフィラメント状分子雲が多数報告され (e.g., Friesen et al .2017),
JCMTによる磁場の観測も行われてきた (Doi et al. 2021). 星団形成機構としては, Loren (1976)によって分
子雲衝突が提案され, SMTによる 13COデータの解析で衝突の兆候が確認されている (阪本他, 2020年秋季年会
Q03a). 次の課題は,分子雲衝突とフィラメント形成の関係を明らかにすることにある. 今回新たに野辺山 45m望遠
鏡/FOREST受信機を用いて 12,13CO, C18Oの観測を行い, 分解能約 14′′(=0.015 pc)のデータを取得した. 13CO
とC18Oではフィラメント状構造が顕著であり,分子雲衝突の影響が見られない北側のフィラメントは幅 (≦0.1 pc),
速度分散 (0.2 km s−1), 柱密度 (5× 1021 cm−2)が Taurus領域における形成途上のフィラメント (Arzoumanian
et al. 2018)と類似していた. 一方で, 衝突の兆候が顕著な南側は 1.5×1.5 pcに 5本以上のフィラメントが密集し
ており, 典型的な柱密度が 4–5倍ほど Taurusと異なっていた. このフィラメントに垂直な方向の 13COの位置速
度図ではピーク速度が数 km s−1ほどジグザグに変化し, フィラメントへのガス降着が示唆される. 以上の結果は
衝突によるフィラメント形成の磁気流体計算 (Inoue et al. 2018)とも整合的である. さらに, 10 pc以上のスケー
ルでは Taurusと Perseus は共通のスーパーシェルの端に位置するが, 水素柱密度は Perseus側で 3倍程度高く,
スーパーシェルによる衝撃波通過前の星間媒質の量がフィラメント形成モードの違いを生んだ可能性がある.


